
開催 テーマ 日時

第１回 酪農における再生可能エネルギーの活用
（畜産系バイオマス発電、排熱利用） 2022年1月19日(水)15:30～17:00

第２回 施設園芸における再生可能エネルギーの活用
（地中熱利用、小水力発電） 2022年1月26日(水)15:30～17:00

第３回 農業残渣の処理・活用
（燃焼による熱利用、農業残渣系バイオマス発電） 2022年2月 2日(水)15:30～17:00

第４回 畜産農家における排泄物の処理・活用
（畜産系バイオマス発電） 2022年2月10日(木)15:30～17:00

農林漁業における
再生可能エネルギーの活用方法
に関する勉強会

令和3年度 再生可能エネルギーの導入を通じた農山漁村の活性化推進事業

対 象

農林水産省 令和３年度農山漁村6次産業化対策事業のうち持続可能な循環資源活用総合対策事業
（循環資源活用対策事業のうち地域資源活用展開支援事業） 発展サポート型支援

定 員

農山漁村に再生可能エネルギーを活かしたいとお考えの方
（市町村、農林漁業団体、生産法人、水利組合等問いません）

テーマ・日時

全4回で開催!

お問合せ先 energy_jmac@jmac.co.jp

各回１５０名

以下のとおり 「農林漁業における再生可能エネルギーの活用方法に関する勉強会」 を開催いたします。
再生可能エネルギーの活用にご関心のある農林漁業の関係者ならびに自治体の皆様、ぜひご参加ください。

参加費
無料

目 的
農山漁村における再生可能エネルギーの地域内活用について、活用事例と検討のポイントをご紹介しま
す。また、導入の検討（可能性の検討含め）を前向きにお考えの農林漁業関係者様を支援する農山
漁村の活性化推進事業の枠組みをご紹介します。

開催方法
Ｗｅｂ会議ツール（WebEX meeting）



15:30～15:35 主催者あいさつ

15:35～16:05 農林漁業における再生可能エネルギー活用
（株式会社日本能率協会コンサルティング）

16:05～16:30 先進取り組み事例のご紹介 その１
（先進的取り組みを行っている外部講演者、下記参照）

16:30～16:55 先進取り組み事例のご紹介 その２
（先進的取り組みを行っている外部講演者、下記参照）

16:55～17:00 質疑応答
※プログラム内容は都合により変更となる可能性があります。あらかじめご了承ください。

プログラム

【お問合せ先】 株式会社日本能率協会コンサルティング
TEL.080-3258-0696 mail :energy_jmac@jmac.co.jp
URL:http://www.jmac.co.jp/column/industry/energy/

お申し込み
下のQRコードからお申込みサイトへアクセスしていただき、必要事項を入力の上、お申込みください。
※読み込めない場合は以下のURLを直接ブラウザにご入力ください。
https://eipro.jp/jmac-new-industry/

【注意事項】

•必ず参加者様ごとにお申込みください。お一人で複数人分のお申込みはできません。

•参加キャンセルは、ご自身で行っていただく必要がございます。
キャンセル方法はお申し込み時に送信されるメールをご覧ください。

外部講演者

第１回
酪農における
再生可能エネルギー
の活用

テーマ:乳牛糞尿の活用
興部町役場 まちづくり推進課 バイオエネルギー推進係⾧ 安東 貴史氏

テーマ:酪農家における排熱活用
合同会社ほっかいどう新エネルギー事業組合 代表社員組合⾧ 寺端 祐介氏

第２回
施設園芸における
再生可能エネルギー
の活用

テーマ:地中熱等を活用した施設園芸
クラフトワーク株式会社 専務取締役 益子 暁弐氏

テーマ:小水力発電を活用した施設園芸
(講演者調整中)

第３回 農業残渣の
処理・活用

テーマ:もみ殻の活用
北陸テクノ株式会社 もみ殻循環プロジェクトチーム 竹内 美樹氏

テーマ:野菜残渣の活用
株式会社豊橋バイオマスソリューションズ 代表取締役 熱田 洋一氏

第４回 畜産農家における
排泄物の処理・活用

テーマ:肉牛糞尿の活用
東北おひさま発電株式会社 代表取締役 後藤 信博氏

テーマ:鶏糞の活用
株式会社十文字チキンカンパニー (講演者調整中)


